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⑥市民憲章
わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめさす市民としての鰐
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲童を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで鑑しあいきまりを守り明るいあびこにします

広
報丑⑪.16 。

我孫子市役所企画財政部広報広聴課
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一

ン
タ
ー
や
烏
の
博
物
館
、
手
演
沼
▼
持
参
昼
食

市
内
の
公
共
施
設
な
ど
を
見
学

し
、
皆
さ
ん
に
〃
我
孫
子
市
″
を
よ

り
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

市
の
現
状
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
施
設
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。今
回
は
、
今
年
度
オ
ー
プ
ン
し

た
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
湖
北
地

区
公
民
館
の
ほ
か
、
ク
リ
ー
ン
セ

すこやかな老いｾむかえるた例にあ
び
こ
を
知
ろ
う

施
設
見
学
会
参
加
者
募
集

U

＝メディカルフォーラム千葉'92．第7回老いへの対応を探る＝

市
の
妬
歳
以
上
人
口
は
、
９
月

１
日
現
在
１
万
９
３
９
人
で
、
総

人
口
の
約
９
％
（
国
全
体
で
は
約

哩
％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
進
行
は
、
西
暦

２
０
１
０
年
頃
ま
で
続
く
と
推
計

さ
れ
て
お
り
、
社
会
全
般
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
な
か
、
だ
れ
も
が
す
こ
や
か
に

老
い
、
価
値
あ
る
人
生
を
過
ご
す

た
め
の
方
策
が
、
い
ま
、
社
会
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

今
年
は
、
医
娠
と
保
健
福
祉

の
連
携
で
〃
老
い
〃
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
す
。

会
場
で
は
、
手
づ
く
り
ク
ッ
キ

ー
や
お
茶
を
用
意
し
て
、
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

親
水
広
場
な
ど
を
市
の
バ
ス
で
回

り
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
ｎ
月
ｎ
日
（
水
）
午
前
９

時
加
分
か
ら
午
後
４
時
頃
ま
で

▼
募
集
人
数
知
名
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
資
格
市
内
在
住
者

▼
参
加
壷
無
料

〃
す
こ
や
か
な
老
い
を
む
か
え
る
た
め
に
″
を
テ
ー
マ
に
、
「
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
壬
蘂
理
」

と
「
第
７
回
老
い
へ
の
対
応
を
探
る
」
が
、
我
孫
子
市
医
師
会
と
老
い
へ
の
対
応
を
探
る
実
行
委
員

会
の
共
催
で
、
扣
月
型
日
（
土
）
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
高
齢
化
社
会
の
抱
え
る
問
題

に
地
域
で
は
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か
。
ま
た
、
安
心
し
て
暮
し
て
い
く
た
め
の
医
療
、
保
健
、

福
祉
に
つ
い
て
、
鈴
木
健
一
一
氏
の
講
演
や
専
門
家
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
映
画
、
展
示
な
ど
を
と
お

し
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
高
齢
者
の
た
め
の
医
療
相
談
や
介
護
・
福
祉
相
談
、
介
護
用
品

の
展
示
な
ど
も
行
い
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
我
孫
子
駅
南
口
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
（
下
表
）
が
出
ま

す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
Ⅱ
高
齢
者
福
祉
課
Ⅱ

日
時
Ⅱ
Ⅲ
月
別
日
（
土
）
午
前
扣
時
～
午
後
５
時

場
所
Ⅱ
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

▼
集
合
場
所
。
時
間
我
孫
子

駅
北
口
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
午
前

９
時
加
分
（
時
間
厳
守
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
Ｔ
枚
に
３
名
ま
で
）
に

参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
施
殿
見
学
会
参
加

希
望
を
明
記
し
、
ｍ
月
犯
臼

（
水
、
必
蒲
）
ま
で
に
我
孫
子
１

◎
講
演
会
（
午
後
２
時
か
ら
）

▼
テ
ー
マ
生
き
が
い
と
は
心
を

育
て
る
こ
と

▼
講
師
鈴
木
健
二
氏
（
熊
本
県

立
劇
場
館
長
）

◎
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
午
後
３
時
犯
分

か
ら
）

８
５
８
市
役
所
広
報
広
聴
課
へ

講
演
会

と
映
〆
画

ノ すずきけんじ

鈴木健二氏
（熊本県立劇場館長）
昭和4年東京生まれ。旧制

東北大学文学部卒業。昭和

27年NHK入局｡｢歴史への

招待」や「紅白歌合戦J、海
外取材に活躍｡｢気くばりの

すすめ」等ベストセラー作
家としての著作は120冊を

越える。昭和63年NHKを
定年退職。現在にいたる。

なんでも相談コーナー
(午前10時～午後5時､第3会議室）
高齢者の不安や悩み、介護している家族の方
の悩みなどの相談をお受けします。

▼
テ
ー
マ
高
齢
者
の
福
祉
と
医

療
を
考
え
る

▼
司
会
西
来
武
治
氏
（
医
事
評

論
家
）

▼
講
師
渡
辺
武
氏
（
千
葉
県
医

師
会
長
）
、
高
木
恒
雄
氏
（
船
橋
市

医
師
会
長
）
、
伊
藤
健
次
郎
氏
（
東

京
医
科
大
学
名
誉
教
授
）

◎
映
画
（
午
前
扣
時
か
ら
午
後
０

時
、
分
）

▼
内
容
①
訪
問
看
謹
牟
前
、

訪問看護相談
’

寝たきり高齢者の介謹の仕方、腰痛の悩み、ボ

ケにならないための方法などの相談に保健婦がお

答えします。 今
回
は
例
年
の
コ
ー
ナ
ー
に
加

え
、
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
左

表
）
で
、
市
医
師
会
に
よ
る
高
齢
者

の
た
め
の
医
療
相
談
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
各
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
く

巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

◎
使
い
易
い
風
呂
場
・
ト
イ
レ
コ

ー
ナ
ー
身
体
の
不
自
由
な
高
齢

者
が
、
自
宅
で
簡
単
に
入
れ
る
風

呂
場
の
工
夫
や
ト
イ
レ
で
粗
相
し

た
時
、
ト
イ
レ
内
で
シ
ャ
ワ
ー
を

使
え
る
工
夫
な
ど
の
紹
介
。

◎
介
護
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
お

む
つ
か
ら
介
睡
機
器
ま
で
本
人

や
介
謹
人
の
方
が
生
活
し
や
す
く

工
夫
さ
れ
た
も
の
を
展
示
。

分
1
ー

時
～
）
②
３
６
５
日
老
人
給
食
Ⅱ

鹿
児
島
県
隼
人
町
Ｉ
（
午
前
、
時

詣
分
～
）
③
浴
室
の
工
夫
牟
前

ｎ
時
、
分
～
）
④
自
宅
開
放
Ｉ
老

人
つ
ど
い
の
家
Ｉ
（
午
前
、
時
妬

３
送
迎
バ
ス
時
刻
表

のそ
介護・福祉相談

催の
』

し他

移動入浴車の派過サービス、デイ・サービス、

ショートステイその他各種福祉サービスの受け方

について、市のケースワーカーがお答えします。

畳 齢者医療相談

◎
老
人
ホ
ー
ム
紹
介
コ
ー
ナ
ー

市
内
に
あ
る
特
別
養
謹
老
人
ホ
ー

ム
「
久
遠
苑
」
と
「
和
楽
園
」
を
紹
介

し
、
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

制
度
な
ど
も
説
明
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
コ

ー
ナ
ー
有
料
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
「
ま
ど
か
」
や
来
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
有
料
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
あ
い
、
あ
び
一
こ
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
に
手
づ
く
り
弁
当
を
届

け
る
「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」
な
ど
実
践

型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介
。

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
コ
ー

ナ
ー
民
間
や
官
公
庁
か
ら
受
注

し
た
臨
時
的
な
仕
事
な
ど
を
帥

歳
以
上
の
会
員
に
提
供
し
、
生
き

が
い
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
。

◎
移
動
入
浴
（
車
）
の
展
示
と
実
演

コ
ー
ナ
ー
ね
た
き
り
の
高
齢
者

や
身
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
、

移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
。

こ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
整
備
指
針
の
紹
介
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

高齢者やご家族が悩んでいる病気やその対策に

ついて、市医師会がお答えします。（午前中のみ）

リノ、ビリ相談

脳血管障害などの後遺症に対する機能回復訓練

のことなどに理学療法士がお答えします。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
産

業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
、
市
内
各
企
業
の
紹

介
や
の
ど
自
慢
大
会
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ご
家
族

で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
産
業
関
係
展
示
企
業
別
展

一
不◎
青
空
市
色
々
な
お
店
が
出

ま
す
。
掘
り
出
し
物
を
探
そ
う
。

◎
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
。
ハ
ソ
コ

ン
抽
選
ラ
リ
ー
で
ス
タ
ン
プ

を
た
ぐ
さ
ん
集
め
て
素
敵
な
景

品
を
当
て
よ
う
。

◎
素
人
の
ど
自
慢
大
会
午
後

１
時
か
ら
始
め
ま
す
。
み
ん
な

集
っ
て
ね
。

◎
魚
つ
か
み
ど
り
フ
ナ
や
コ
イ

の
生
け
ど
り
（
１
回
１
０
０
円
）
。

◎
フ
ア
フ
ア
ラ
ン
ド
お
す
も

う
さ
ん
の
お
な
か
の
中
で
、
と

ん
だ
り
跳
ね
た
り
楽
し
い
よ

（
１
回
１
０
０
円
）
。

◎
吹
奏
楽
演
奏
地
元
の
小
・

中
学
生
に
よ
る
演
奏
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

◎
ふ
れ
あ
い
「
年
金
ひ
ろ
ば
」

年
金
ク
イ
ズ
、
三
角
く
じ
・
で
い

い
も
の
を
当
て
よ
う
。

繩
産
業
ま
つ
り

▼
問
い
合
わ
せ
産
業
ま
つ
り

実
行
委
員
会
、
正
田
盃
（
銘
）
１

６
３
５
｜
農
業
關
照
幽

収
極
の
秋
。
市
内
で
生
産
さ

れ
た
腱
産
物
を
紹
介
し
、
艇
業

技
術
の
改
善
向
上
の
た
め
、
産

業
ま
つ
り
腿
業
部
門
を
行
い
ま

す
。
会
場
で
は
、
安
く
て
新
鮮

な
腱
産
物
の
即
売
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
ｎ
月
７
日
（
土
）
、
８

日
（
日
）

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
主
な
催
し

◎
７
日
（
土
）
＊
共
進
会
出
品

受
け
付
け
（
午
前
９
時
～
ｎ
時
）

◎
８
日
（
日
）
＊
農
産
物
即
売

牢
前
ｍ
時
～
午
後
２
時
）
＊

出
品
物
即
売
予
約
受
け
付
け

（
午
後
０
時
鋤
分
～
１
時
鋤
分
）

＊
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
黄
作
品

展
示
（
午
前
９
時
鋤
分
～
午
後

２
時
）
＊
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大

会
（
午
前
９
時
調
分
～
午
後
３

時
、
雨
天
中
止
）

＊
即
売
品
が
品
切
れ
の
際
は
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
腱
政
課

業 日時：10月18日（日）
午前10時～午後3時
<雨天の場合は25日(日)＞

場所：湖北台中央公園

下総基地 米軍機使用絶対反対の

11

時

00

10

時

30

◎
我
孫
子
駅
南
口
発

17

時

30

50

◎
市
民
会
館
発

13

時

00

30

12

時

30
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＝第17回消費生活展＝

ゴﾐ.環境間題I論戦！
本
日
舶
日
か
ら
入
場
券
発
売
開
始

ド
レ
ス
デ
ン
畠
向
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
団
卜

テーマは『ビューテイフル･シティ。あびこ」
抄

日時：11月14日(土)、15日（日）

午前10時から午後4時

場所：アビイホール

（イトーヨーカド－3階）

内容：パネル等の展示、不用品コーナー

抽選会等

※牛乳パック10枚で再生ティッシュ1箱と交換
します。

伊日時平成5年1月17日（日）

午後2時開場2時30分開演

し場所市民会館ホール

面
回
目
を
迎
え
る
消
饗
生
活
展

の
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ビ
ユ
ー
テ

ィ
フ
ル
・
シ
テ
ィ
．
あ
び
こ
」
。

今
、
最
も
関
心
の
高
い
ゴ
ミ
と
環

境
問
題
に
今
年
も
取
り
組
み
ま
す
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
リ
サ
イ
ク

ル
へ
」
、
「
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
こ
こ

が
ポ
イ
ン
ト
ノ
・
」
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
・

生
ゴ
ミ
」
な
ど
、
堂
重
な
査
源
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
方
法
や
手
震
沼
、

古
利
根
沼
な
ど
の
環
境
問
題
に
つ

い
て
、
パ
ネ
ル
等
の
展
示
で
提
案

し
ま
す
。

ド
レ
ス
デ
ン
室
内
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
は
へ
世
界
屈
指
の
名

門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
ド
レ
ス

デ
ン
国
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団
」

及
び
「
ド
レ
ス
デ
ン
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
」
の

首
席
奏
者
と
第
一
級
の
ソ
リ

ス
ト
達
に
よ
っ
て
織
成
さ
れ

た
、
ぜ
い
た
く
な
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
す
。
美
し
い
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
と
音
色
の
素
晴
ら
し

さ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
指
揮
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・

シ
ユ
ル
ツ
ア
ー

▼
曲
目
ヴ
ィ
ヴ
ア
ル
デ
ィ

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

身
近
な
家
庭
や
地
域
で
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
・
か
。

な
お
、
両
日
と
も
会
場

で
先
着
５
０
０
名
に
リ
ン

ゴ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
、
石

け
ん
製
品
な
ど
が
当
た
る

抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

お
さ
そ
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生

活
課
消
費
生
活
係

放
置
自
転
車
は
、
交
通
や
救
急

・
防
災
活
動
の
障
害
、
駅
前
広
場

等
公
共
空
間
の
機
能
低
下
な
ど
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
放
證
自

転
車
を
な
く
す
た
め
、
ｎ
月
鋤
日

ま
で
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

、
月
即
日
（
火
）
か
ら
妬
日
（
月
）

ま
で
は
駅
前
放
謹
自
転
車
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
強
調
週
間
で

す
。
初
日
の
即
日
に
市
、
安
全
協

会
防
犯
協
議
会
、
警
察
合
同
で

駅
前
放
壷
自
転
車
の
駅
頭
指
導
を

行
い
ま
す
。
実
施
す
る
駅
は
、
我

孫
子
駅
と
天
王
台
駅
で
午
前
９
時

釦
分
か
ら
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

「
四
季
」
、
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ツ
〈
「
プ

ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ク
協
奏
曲
第
５

番
」
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
イ
チ

「
室
内
交
響
曲
」

▼
入
場
券

Ｓ
席
４
５
０
０
円
（
指
定
席
）

Ａ
席
４
０
０
０
円
（
指
定
席
）

Ｂ
席
３
５
０
０
円
（
自
由
席
）

▼
入
場
券
発
売
所
平
黄
書

店
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、

プ
ッ
ク
ス
ス
ズ
キ
雫
荒
井
書
店
、

石
川
春
光
糞
あ
び
こ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ

ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
、
市
民
会
館
内
売

店
ひ
ろ
が
り
、
図
響
館
湖
北
台
．

布
佐
分
館
、
中
央
公
民
館
、
柏
そ

ご
う
へ
柏
高
島
屋
、
取
手
と
う
き

ゆ
、
フ

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

壷
（
錨
）
１
１
５
１

自
転
車
利
用
の

皆
さ
ん
へ

駅
前
放
置
自
転
車

ク
伽
ｉ
‐
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

刑
月
帥
日
ま
で
実
施

二 力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
を
利
用
す
る
人

は
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
道
路
や
歩
道
に
自
転
車
等
を
置

か
な
い
で
、
自
転
車
駐
車
場
や
預

り
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
盗
雌
防
止
の
た
め
、
住
所
、
氏
名

を
書
き
、
カ
ギ
を
忘
れ
ず
に
か
け

て
防
犯
登
録
（
自
転
車
販
売
店
で

受
け
付
け
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
駅
に
近
い
人
は
、
健
康
の
た
め

に
も
歩
き
ま
し
ょ
う
。

、

’
’

｣

’

今
年
で
妬
回
を
迎
え
た
文
化
の
祭
典
「
我
孫
子
市
文
化
祭
」
を
、
、

月
鵡
日
（
且
か
ら
ｎ
月
嘔
日
（
旦
ま
で
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
、
市

民
会
館
、
中
央
公
民
館
及
び
今
年
開
館
し
た
湖
北
地
区
公
民
館
の
３

会
場
。
み
な
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課
壷
（
理
１
１
５
１

’
■

’

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
ｎ
月

４
日
（
水
）
か
ら
６
日
（
金
）
ま
で
の

３
日
間
駅
前
駐
輪
場
内
と
そ
の

周
辺
に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る

自
転
車
を
対
象
に
撤
去
・
移
送

し
ま
す
。

ｍ
月
調
日
（
木
）
か
ら
誕
日
主
）

ま
で
に
警
告
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け

ま
す
。
移
送
日
に
な
っ
て
も
警
告

シ
ー
ル
が
つ
い
た
ま
ま
の
自
転
車

は
、
使
用
し
て
い
な
い
も
の
と
み

な
し
、
保
管
所
へ
移
送
し
ま
す
。

▼
保
管
場
所
泉
保
管
所
（
泉
、

の
９
）
壼
（
鑑
）
５
４
７
０

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係

駅
前
放
置

自
転
車
を
撤
去

P小企業者の方へ、

制度融資の

ご利用を

|q中小企業者の方へ

’ ’
’’

|‘

’ 県
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関

の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
企
業
者
常
時
使
用
す
る

従
業
員
が
加
入
以
内
の
企
業
者
。

（
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業
が
主

な
事
業
者
は
５
人
以
内
）

▼
利
子
補
給
運
転
黄
金
．
：
年
利

１
．
５
％
、
設
備
黄
金
…
年
利
１
。

８
％
、
大
型
店
進
出
対
策
査
金
：

年
利
３
％

▼
信
用
保
証
料
市
が
全
額
負
担

（
大
型
店
進
出
対
策
黄
金
を
除
く
）

▼
保
証
人
特
別
小
口
黄
金
を
除

き
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
商

工
観
光
課
云
（
弱
）
１
１
１
１
へ

’

’’ 平
成
４
年
第
３
回
市
識
会
定
例

会
（
９
月
８
日
開
会
、
泌
日
閉
会
）

に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
麺
議
案
。

こ
の
う
ち
決
算
関
係
の
７
議
案
は

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

可
決
き
れ
た
９
議
案
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

園
青
年
館
設
置
及
び
管
理
に
閏
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
浅
間
前
青
年
館
を
廃
止

す
る
た
め

圏
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
完
全
週
休
二
日
制

を
実
施
す
る
た
め

園
市
道
路
線
の
認
定

圏
市
道
路
線
の
廃
止

園
市
道
路
線
の
変
更

圏
財
産
の
取
得
化
学
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
取
得
す
る
た
め

囮
財
産
の
取
得
パ
ソ
コ
ン
教
室

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
取
得
す
る

た
め
圏
一
般
会
計
補
正
予
算

圏
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

９
月
識
令
侭
る

９
議
案
を
可
決’’

'

L一

而
琳
ｆ
刑
蕊

豊
一

行事名

芸
能
祭

展
示
部
門

各
種
文
化
行
事

軽音楽

日本舞踊

三曲演奏会

民柵・民舞

歌謡曲発表会

バレエ・英語劇

皐月秋季展

洋ラン展

湖北菊花展

我孫子菊花展

総合展覧会

惑遊、華遊、写爽
轡i世・華遊雛庫生

謹溺
挽鎚I亜害者

人部華逝

手工芸

手工芸購座生

東洋蘭秋季展

盆裁展

囲碁大会

r

I
将棋大会

短歌大会

俳句大会

茶会

朏曲大会

吟隷大会’

内容等

バラエティーに富ん
だ演奏をお聞き下さ
い◎

日本の伝統美を披露

します。

日本の伝統の音色を

お聞き下さい。

熱唱、熱演・・楽しヤ

一時をどうぞ。

のど自慢の皆さんに

気うご期待。

かわいいプリマ達の

踊りに伝うご期徐

秋の皐月にもたいへ

ん趣があります。

あでやかな花、花。

(当日の出品も可）

丹糖込めた作品です
(当日の出品も可）

’力作、傑作ぞろいで
す。素敵な趣味にあ
なたもチャレンジな

さってみては。

葉のすばらしさ

鑑賞ください。

ユーヴ

ざ－

盆裁の出来栄えをご

鑑賞〈だきい･

A～Eクラス戦。出

場者募築（当日会場

で受付･)｡参加費1500
円(昼食付)。問い合
わせは佐久間念(82）
2937へ

段位、級位各リーグ
戦出場者募集（当
日会場で受付)｡参加
費1000円（昼食付）
問い合わせは金子念
(82)3394へ

三十一文字の文学は
静かなブームです。

秋の傭感、しみじみ
と。

お気軽にお茶をご賞
味ください。

600年の歴史、脈脈
と。

秋天に朗
ります。

々と響き渡

日時

10月25日（日）
13：00～16：30

11月1日（日）
13：00～17：00

11月1日（日）
13：00～16：30

11月3日（祝）
10900～16：30

11月8日（日）
11：00～15：30

11月15日（日）
13：00～16：00

10月24日(土)・25日(日）

9？00～17：00

11月1日（日）
10：00～16：00

11月2日(月)～7日(土）
9：00～16：00

11月1日(日)～3日(祝）
9：00～16：00

n月1日(日)～3日(祝）
10：00～16fOO

11月7日(土)・8日(日）
9：00～16：00

10月18日（日）
(受付8：30～9：30）

10月25日（日）
10：00～17：00

10月31日（土）
10：00～17：00

11月1日（日）
11：00～16：00

‘11月1日(日)・3日(祝）
10：00～15：00

一、一』

11月3日（祝）
10：00～16：00

11月8日（日）
、：00～16：00

会堀

市民会館
ホ－ル

湖北地区

公民館ホール

館
ル

湖北地区

公民館ホール

市民会館
ホ一ル

中央公民館

、

市
２
民

湖北地区
公民館前

中央公民館前

中央公民館

湖北地区

公民館

市民会館

2，3会議室

市民会館

大会議室

’
中央公民館

市民会館
大会議室

市民会館
大会議室

湖北地区
公民館

湖北地区
公民館ホール

市民会館
ホ－ル

種類

運転査金

設備漬金

大
型
店
進
出
対
蛾
資
金

特
別
小
口
資
金

運転箕金

設備資金

運転資金

設備資金

限度額

500万円

以内

700万円

以内

500万円

以内

2,000万円

以内

300万円

以内

貸付期間

36か月

以内

60か月

以内

60か月

以内

84か月

以内

24か月

以内

36か月

以内

融賓利率

12か月以内

5.5％

13～36か月

以内6.0％

37～84か月

以内6.5％
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消
防
団
は
、
火
災
の
ほ
か
、
台

風
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
人
命
、

財
産
を
守
る
た
め
活
躍
し
て
い
ま

．
地
域
と
と
も
に
歩
ん

、
”
で
い
る
消
防
団
。
消
防

ｈ
Ｖ
酌
団
員
の
活
躍
が
な
く
て

願
一
癖
師
城
薇
裟

お
ー
い
鴎
噸
舗
購
鍵
。

●●
ら
団
員
の
数
は
全
国
的

●

に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
我
孫
子
市
も
そ
の
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
ち
、

日
々
生
活
す
る
町
を
、
自
分
た

ち
の
手
で
災
害
か
ら
守
っ
て
き

た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
次
の
世

代
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
た

め
に
、
市
民
の
皆
ざ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
消
防
団
の
仕
事

消
防
団
は
火
事
を
消
す
こ
と
だ

け
が
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消

防
組
織
法
第
１
条
で
は
、
消
防
団

の
目
的
と
、
使
命
を
次
の
よ
う
に

定
め
て
い
ま
す
。

「
消
防
は
そ
の
施
設
及
び
人
員

を
活
用
し
て
、
国
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
を
火
災
か
ら
保
謹
す

る
と
共
に
、
水
火
災
ま
た
は
地
謹

な
ど
の
災
害
を
防
除
し
、
お
よ
び

こ
れ
ら
の
災
害
に
因
る
被
害
を
軽

減
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
任

務
と
す
る
」

■
災
害
時
だ
け
が

階
級
制
度
が
あ
り
ま
す
。
団
長
、

副
団
長
、
分
団
長
、
副
分
団
長
な

ど
に
階
級
を
分
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
規
律
と
秩
序
が
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。活

躍
の
舞
台

で
は
な
い

我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
４
７
１
ｓ

我
孫
子
市
消
防
本
部

警
防
課
警
防
係

電
鰭
（
ｓ
４
）
０
１
１
９

す
。
出
動
す
る
主
な
災
害
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
火
災
Ｉ
建
物
・
林
野
・
船
舶

・
車
両
・
航
空
機

②
風
水
害
Ｉ
台
風
・
集
中
豪
雨

・
洪
水
・
高
潮
な
ど

③
地
震
Ｉ
津
波
・
噴
火
な
ど

ゆ
が
け
崩
れ
・
地
滑
り
な
ど

こ
の
ほ
か
警
察
業
務
な
ど
の
要

鏑
に
よ
る
出
動
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
は
災
害
の
時
だ
け
で
な

く
、
万
一
に
備
え
て
日
頃
か
ら
次

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
火
災
予
防
活
動

②
警
備
警
戒
活
動

③
教
育
訓
練
活
動

四
機
械
器
具
な
ど
の
点
検

＠
雛
Ⅷ
鋼
汰
鯛
鮒
る

1

＠
鵬
鋤
緬
入
団

①
当
該
消
防
団
の
区
域
内
に
居

住
し
、
又
は
勤
務
す
る
者

②
年
齢
超
才
以
上
の
者

③
志
操
堅
固
で
か
つ
身
体
強
健

な
者
④
６
か
月
以
上
の
長
期
に
わ
た

り
居
住
地
を
離
れ
て
生
活
す
る

こ
と
を
常
と
し
な
い
者

’ |’ －

日頃の訓練を競う消防操法大会
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噌蕊せは
ん弊

消
防
団
は
一
般
市
民
に
よ
り
幟
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
関
は
、
消
防
組
織

法
第
９
条
で
市
町
村
が
そ
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
れ
て
い
ま
す
。

各
機
関
の
役
割
は
次
の
と
お
り

で
す
。

消
防
に
は
、
消
防
本
部
、
消
防

署
、
消
防
団
と
い
う
３
つ
の
機
関

が
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
と
消
防
署
は
地
方
公

務
員
で
あ
る
市
の
城
員
が
従
事
し
、

消
防
機
関

消防団の主な管轄区域
消
防
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め

必
要
な
予
算
、
庶
務
、
企
画
立
案

及
び
人
事
な
ど
の
事
務
を
行
い
ま

す
。(2) 、

消
防
本
部

第
一
線
の
活
動
部
隊
と
し
て
の

消
防
署

消
防
団

１

－
‐
一
、
、
｝

ｊ
ｌ
１
、
‐
１
‐
一
一
一

之
Ｌ
、
一
一
恥

辻
△
ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
１
郡
』
Ｉ
Ｌ
１

－
綱
鵬
細
数
と

火
災
災
害
及
び
人
命
の
救
助

救
出
に
出
動
す
る
一
と
と
も
に
、
火

災
予
防
活
動
を
行
い
ま
す
。
消
防

署
の
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の

消
防
団
は
、
消
防
署
の
役
割
を
は

た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

帥
そ
の
他

消
防
城
・
団
員
の
教
育
機
関
と

し
て
の
消
防
学
校
が
あ
り
ま
す
。

我
孫
子
市
の

現
在
、
我
孫
子
市
に
は
２
６
４

名
の
市
民
が
消
防
団
員
と
し
て
活

躍
中
で
す
。
（
定
数
２
６
６
／
平

成
４
年
４
月
１
日
現
在
）

２
６
４
名
の
う
ち
１
０
名
が
団

役
員
、
残
り
の
団
員
は
狸
～
璽
名

で
１
つ
の
分
団
を
職
成
。
合
計

役
割
を
は
た
し
、
火
災
、
災
害
及

び
人
命
の
救
助
救
出
に
直
接
携
わ

る
と
と
も
に
、
火
災
予
防
活
動
な

ど
を
行
い
ま
す
。

(3)

消
防
団

一
雲
》
一
率
い

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
の
舞
台
は
災
害

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
右
表
の
よ

う
な
行
事
も
消
防
団
の
重
要
な
活

動
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

郡
個
の
分
団
が
市
内
各
地
域
に
あ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
「
器
具
置
き
場
」

処
遇

挫
偲
胸
団
員
の

ま
ち
や
市
民
を
火
事
や
災
害
か

’

ら
守
る
と
い
う
献
身
的
な
働
き
を

す
る
消
防
団
員
。
そ
の
活
動
は
、

「
自
ら
の
町
は
自
ら
で
守
る
」
と

い
う
尊
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
い
え
危
険

を
伴
う
活
動
に
、
国
や
都
道
府
県
、

が
団
員
報
酬
と
費
用
弁
侭
（
出
動

手
当
）
・
消
防
団
は
給
与
を
受
け

て
生
活
す
る
職
務
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
活
動
に
対
し
年
額
の

報
酬
と
、
水
害
や
火
災
の
訓
練
な

市
町
村
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
だ
て

を
識
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ

一
拳

１消
防
団
員
が
、
公
務
に
よ
り
死

亡
し
た
り
、
病
気
や
け
が
を
し
た

場
合
に
は
、
本
人
や
適
族
に
対
し

て
、
・
市
町
村
が
そ
の
損
害
を
袖
償

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

補
恢
の
種
類
と
し
て
は
次
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。

１
療
養
補
償

け
が
、
病
気
の
と
き

２
休
業
補
償

ど
の
峨
務
に
従
事
し
た
場
合

用
弁
憧
を
し
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
っ
て
消
防
団
活
動

に
従
事
し
た
消
防
団
員
に
健
退

峨
報
奨
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
在
職
年
数
や
階
級
に
応
じ

て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
消
防
団
員
の
士
気
を
商

め
、
そ
の
活
動
に
報
い
る
た
め
、

国
や
県
、
市
町
村
な
ど
で
は
き
ま

ざ
ま
な
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

療
菱
の
た
め
収
入
が
得
ら
れ

な
い
と
き

ｓ
傷
病
補
償
年
金

１
年
以
上
の
長
期
療
養

４
障
害
補
償

け
が
が
治
っ
て
も
障
害
が
残

っ
た
場
合

５
遺
族
補
償

遺
族
に
対
し
て
、
年
金
又
は

一
時
金
の
支
給

６
葬
儀
補
憐

公
務
死
亡
の
時
の
葬
儀
費
用

補
値 公

務
災
害

補
償
制
度

費

平成4年度消防団役員､分団長名簿
我孫子市消防団組織図

ー

I■■■■

長

血

１
１ 第

３
方
面
隊
長

第
１
方
面
隊
長

第
４
方
面
隊
長

第
６
方
面
隊
長

第
５
方
面
隊
長

第
２
方
面
隊
長

’
_一

区分 定数

第
１
方
面
隙

鮒
２
〃
一
個
隊

鮒
３
断
面
隊

４
方
面
隊

範
５
方
面
隙

薊
６

方
面
隊

計 256
い

第1分団 13

賄2分団

唖I
鮒4分団

鮒5分団

鮒6分団

脇7分団

鯛8分m

鯛9分団

瓢O分団

瓢1分団

鮒12分団

箙13分団

鮒14分団

恥17分団

鮪18分団

鞭O分団

脇21分団

il5分団

､6分団

;19分m

12

13

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

13

12

12

12

12

12

13

拝,栄，若松,並木我孫子新、

繋降柴崎台，並木,我孫子

青山，日の出,青山台,柴線下ケ戸

下ケ戸，東我孫子,岡発戸，岡発戸新､，都部

岡発戸，郁郁,都部新田,湖北台，中峠

高野山,我孫子,天王台,柴崎,我孫子･高野山新田

根戸,恨戸新田,台阻,鉛戸,つくし黙布施,税撒子,白山

｜久寺家,つくし野.布施,我孫子

布篭、久寺家

中峠,湖北台，中里,識噺､,中里新、

中峠

中里,中里新､,湖北台

古戸，中峠

日秀，中'里

古戸,釿木日露

新木,新木野

江蔵地,布供,罰沐

布佐下･三河屋･大作･浅間前･相島新田,布佐平ｷ11台,新々 田

桁佐

布佐､布佐1丁目，都,布佐酉町

［
ｈ
」

J

1

主 な区域

本臥白山,蟻我孫子､我蝶子新田,つくし野

主な年間行事
－

|月●消防出初め式

3月●春季火災予防運動に伴う放水ﾖ||練

5月●規鯛||練､新入団員歓迎式及び健康診断

6月●我孫子市消防操法大会

7月●東葛飾支部消防操法大会､千葉県消防操法大会

我孫子市・柏市共催水防訓練

9月●防災訓練

'0月●秋季火災予防運動及び消防団活性化事業

'2月●歳末特別警戒

凡例

◎

◎

①

△

消防本部

水防倉庫

｜防署

i防分署

i防団器具置場

1

Ⅱ
’
’

１

９

４

１

’

, －

可
ｌ
‐
‐
ｉ
，
‐
‐
！
‐
‐
‐
卜
‐
！
，
‐
‐
ｌ
‐
‐
１
，
１
‐
！
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

消
防
団
一
に
っ
て

貝
な

戸
１
１
１
■
ｄ
ｌ
ｌ
ｌ

０
８
１
１
■
０
■
４
８
出
■
ｑ
Ｉ
ｄ
■
０
８
１
Ⅱ
画
■
■
■
■
Ｆ
１
■
■
日
日
、
■
■
■
■
凸
■
■

の

市
民
の
生
命
や
財
産
を
仲
間

と
共
に
こ
の
手
で
守
っ
て
い
る

の
だ
と
い
う
、
消
防
団
な
ら
で

我
孫
子
市
消
防
団
第
８
分
団
は
の
壬
這
え
を
、
若
い
人
に

分
団
長
・
鈴
木
宏
之
こ
志
じ
て
ほ
し
易
享
。

ま
た
、
か
つ
て
の
ガ
キ
大
将

的
な
良
さ
を
も
っ
た
人
材
が
、

私
が
再
結
成
さ
れ
た
第
８
分
大
会
で
も
優
勝
争
い
に
加
わ
る
消
防
団
に
は
健
在
で
す
。
時
に

団
に
新
入
団
し
た
の
鐘
昭
和
ま
で
に
な
り
、
平
成
４
年
の
大
は
昔
を
思
い
、
今
を
見
つ
め
、

帥
年
廻
月
。
先
難
も
な
く
、
伝
会
で
は
つ
い
に
我
孫
子
市
の
大
明
日
を
論
じ
な
が
ら
、
酒
を
酌

統
も
な
い
五
里
霧
中
の
な
か
、
会
を
制
覇
、
東
葛
飾
支
部
大
会
み
交
わ
す
仲
間
た
ち
と
の
連
帯

と
り
あ
え
ず
団
と
し
て
ま
と
ま
出
場
に
ま
で
成
長
。
再
結
成
当
感
は
秘
の
宝
も
の
で
す
。
こ
の

る
こ
と
が
先
決
と
、
地
域
住
民
時
は
、
つ
ね
に
最
下
位
だ
っ
た
良
さ
を
ぜ
ひ
、
若
い
人
に
も
経

の
方
々
に
消
防
団
援
謹
組
織
な
↑
こ
と
が
今
で
は
懐
か
し
い
思
い
験
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

る
も
の
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
出
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
の
自
分
の
カ
ラ
を
破
り
、

の
が
、
活
動
の
ス
タ
ー
ト
で
し
残
念
な
の
は
、
近
年
若
い
人
新
し
い
自
分
を
発
見
で
き
る
。

た
。

の
消
防
団
へ
の
入
団
が
減
っ
て
そ
ん
な
消
防
団
に
、
入
っ
て
み

鐙
近
は
、
我
孫
子
市
の
操
法
き
て
い
る
こ
と
。

ま
せ
ん
か
。

職名

団長

副団長

〃

〃

第1方面隙長

鮒2〃

第3〃

鮒4〃

節5〃

節6〃

鮒1分団長

鋪2〃

鮒3〃

節4〃

第5〃

鋪6〃

踊7M

第8〃．

繭9〃

徳10〃

鮒11〃

鮒12〃

筋13〃

鮒14〃

箙15〃

鋪16N

蕊17〃

鞆18〃

〃

筋20〃

鮒21〃

氏名

松島洋

土佐倫徳

価田和行

鈴木節男

玉田進一

小池哲

調礁正男

中野正弘

宮久保勝

版尾利雄

石戸市和

長塚正夫

大井猛雄

川口浩

渡辺健

岡田一美

鈴木正明

鈴木宏之

鈴木正己

鯉、茂

吉村職

千浜忠
『1，画E我寺詞

商、修一

甑、哲

寺、悟志

田口佃一

志水幸一

桜井正幸

大源法男

松本瀞

住所

我孫子市布佐3385

〃中里73

〃緑1－4

〃江蔵他738

！’白山1－15－18

〃下ケ戸502

〃久寺家245

〃中里329

〃古戸36

〃布佐2014

〃本町2－3－21

〃栄9－22

〃柴崎1538

〃背山875

〃下ケ戸477

〃岡発戸942

〃天王台4-3-14-105

〃根戸361

〃久寺家357

〃布施2334－1

〃中峠1514

〃中峠1279

〃中里718

〃古戸639－5

〃古戸197

〃新

〃新

Ⅱ布佐902－4

〃布佐2038

〃布佐2741

〃都18－24

2567－1

1834

樋 諸

(89)3427

(88）9280

(82）0624

(87)0234

(82）0208

(82)8762

(82）7253

(88)2720

(88）2546

(89）2839

(82)0032

(82）3832

2）4511

(82）7975

(82)0739

(82)8661

(82)8771

(84）4623

(82）3568

(82）0974

(88）0730

(88)1061

(88)1100

(88)6873

(88）2532

(88)0672

(88）0455

(88)2251

(89）2397

(89）2143

(89）2691

ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

市 長

団長
消防本部
(消防団事務局）

｜
■
■
■
■
目
ｂ
日 ｢薊告夏
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副団長

21個分団（団長以下266名）
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儒
塾
囲
学
ぶ
こ
塵
ほ
い
っ
ぱ
い

「
こ
ん
な
に
忙
し
そ
う
な
生
活
養
学
を
中
心
に
研
修
す
る
。

地
方
で
は
栄
菱
に
対
す
る
意
識
が
熱
意
を
見
せ
る
。

は
で
き
そ
う
も
な
ど
と
、
５
月
ル
ス
さ
ん
の
洋
裁
は
独
学
と
は
低
く
、
調
理
法
も
単
調
で
適
切
で
現
在
は
、
高
野
山
小
学
校
で

の
来
日
早
々
、
新
宿
駅
の
ラ
ッ
シ
い
え
、
そ
の
腕
前
は
プ
ロ
な
み
。
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
栄
養
失
給
食
の
調
理
と
献
立
作
り
を
研

１
に
圧
倒
さ
れ
た
ル
ス
・
モ
ラ
レ
そ
れ
で
も
、
布
地
を
直
接
立
体
裁
調
に
な
る
子
供
た
ち
も
い
る
。
修
し
な
が
ら
、
グ
ア
テ
マ
ラ
に

ス
さ
ん
。
我
孫
子
は
故
郷
の
風
景
断
す
る
た
め
に
、
サ
イ
ズ
調
整
が
「
こ
う
し
た
子
供
た
ち
の
た
め
あ
る
材
料
で
何
を
作
る
う
か
と

に
似
て
い
て
「
安
心
デ
キ
マ
ス
」
で
き
な
か
っ
た
り
、
布
地
の
無
駄
に
も
、
家
政
の
事
に
限
ら
ず
、
日
思
い
を
巡
ら
せ
る
。

と
ホ
ッ
と
し
た
様
子
。
が
多
か
っ
た
り
と
、
ま
だ
ま
だ
学
本
の
文
化
や
技
術
を
学
ん
で
、
帰
ま
た
、
日
本
の
文
化
を
少
し

ル
ス
さ
ん
は
中
南
米
グ
ァ
テ
マ
ぶ
こ
と
が
多
い
と
言
う
。
ま
た
、
国
後
の
指
導
に
役
立
て
た
い
」
と
で
も
多
く
学
ぼ
う
と
箒
研
修
の

う
の
農
村
開
発
省
職
員
。
小
学
校
一

合
い
問
を
見
て
は
選
挙
風
景
や

の
先
生
の
査
格
も
持
つ
が
、
日
本
一

か
ら
の
青
生
海
外
協
力
隊
現
地
側

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
地
方
の
生
活
改

善
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
。

今
回
の
日
本
で
の
研
修
は
、
同

協
力
隊
に
我
孫
子
か
ら
参
加
し
て

い
た
平
塚
由
紀
子
さ
ん
の
働
き
か

け
で
実
現
し
た
も
の
。
来
年
の
３

月
ま
で
の
、
か
月
間
、
洋
裁
や
栄
好
き
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

謡保育園入園申し込み
受け付け

｡

①
昼
間
、
仕
事
（
常
勤
、
パ
ー
ト
、
い
る
⑥
そ
の
他
家
庭
で
保
育
児
童
保
育
課
及
び
各
保
育
園
に

自
営
業
内
職
等
）
を
持
っ
て
い
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
あ
る
入
園
申
請
書
に
記
入
し
、
市

一
『
■
■
■
な
お
、
就
学
前
児
童
が
２
人
以
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
児
童
保
育

に
該
当
し
、
家
庭
で
の
保
育
が
困
る
④
長
期
に
わ
た
る
病
人
の
看

雌
な
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
。
謹
曾
釜
易
復
旧
に
当
た
っ
て

▼
入
園
基
準
保
謹
者
の
ど
ち
ら
又
は
出
産
後
間
が
な
い
③
病
気
の
年
齢
に
該
当
し
、
集
団
保
育
が

も
が
次
の
①
か
ら
⑥
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
し
て
い
可
能
な
心
身
障
害
児
童

月
２
日
（
月
）
か
ら
加
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
来
年
４
月
以
外
の
各
月
の
入
園
申
請
に
つ
い
て
は
鱈
時
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ⅱ
児
童
保
育
課
保
育
係
Ⅱ

来
年
４
月
１
日
か
ら
保
育
園
へ
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
例

月
以
上
５
歳
ま
で
。
４
月
１
日
に

年
齢
が
達
す
る
場
合
も
申
請
書
は

受
理
し
ま
す
。

て
、
１
日
４
時
間
以
上
、
月
平
均
妬
◎
障
害
児
保
育

日
以
上
働
い
て
い
る
②
妊
娠
中
▼
入
園
で
き
る
年
齢
普
通
保
育

■■■■■ ▼
入
園
で
き
る
年
齢
生
後
駒
日

以
上
の
乳
児

▼
実
施
保
育
園
市
立
寿
保
育
園
、

市
立
湖
北
台
保
育
園
、
私
立
恋
愛

保
育
園
私
立
慈
紘
保
育
園

▼保育園一覧表

C

来
年
、
小
学
校
へ
入
学
予
定
児

童
（
昭
和
田
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
礎
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
）

の
健
康
診
断
（
知
能
検
査
を
含
通

を
下
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
な

お
、
該
当
児
童
に
は
通
知
し
ま
す
。

当
日
は
、
ボ
タ
ン
類
の
な
い
も
の

産
・
看
謹
・
冠
婚
葬
祭
等
、
や
む

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
一
時

的
に
１
日
か
ら
連
続
し
て
皿
日
ま

で
保
育
す
る
「
緊
急
保
育
」
（
定
員

５
名
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
児
童
生
後
６
か
月
か
ら

就
学
前
の
お
子
さ
ん
。

▼
保
育
時
間
午
前
８
時
鋤
分
か

ら
午
後
５
時
主
曜
日
は
正
午
）

▼
利
用
方
法
原
則
と
し
て
非
定

型
的
保
育
は
利
用
日
の
３
日
前
ま

で
、
緊
急
保
育
は
前
日
ま
で
に
児

就
学
予
定
児
童

の
健
康
診
断

11

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
壷
（
理
１
１
５
１

童
保
育
課
ま
た
は
つ
く
し
野
保
育

園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
保

育
係
壷
（
弱
）
１
１
１
１

九
月
の
初
め
に
、
つ
る
を
長
く

伸
ば
し
、
大
き
な
葉
で
く
さ
む
ら

グラウンド あび
～

ｰ〆一● ､一、

挑戦してみませんか

で
き
る
ス
簿
ｌ
ツ
、
ま
た
、
健
康
し
て
毎
週
活
動
し
て
い
ま
す
。

維
持
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
れ
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
す
。
市
（
雨
天
グ
ラ
ウ
ン
ド
不
良
の
場

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、
合
は
中
止
し
ま
す
）

ｑ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
日
程
表
及
び
問
い
合
わ
せ
先

▼就学予定児童健康診断日程表 一
面
を
種
い
、
重
な
り
合
っ
た
葉

の
間
か
ら
赤
紫
色
の
大
き
な
花
房

を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
ク
ズ
を
み
か

け
た
。ク
ズ
は
繁
殖
力
が
強
く
、
樹
木

に
絡
み
付
く
と
光
を
奪
い
、
樹
木

を
枯
ら
す
ほ
ど
の
勢
い
が
あ
る
。

葉
は
家
畜
の
飼
料
に
し
た
り
、

意
つ
る
で
燕
嘉
っ
た
り
し

た
。

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
手
軽
に
市
内
４
か
所
に
活
動
場
所
を
確
保

クーズ.ゞ h

(まめ科）
－

ノ

ク
ズ
は
秋
の
七
草
の
一
つ
で
、

万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
て
い
る
。

真
葛
原
な
び
く
秋
風
吹
く

ご
と
に
阿
太
の
大
野
の
萩
の

花
散
る
作
者
未
詳
十
’
二
○
九
六

ク
ズ
の
根
か
ら
と
っ
た
デ
ン

プ
ン
は
ク
ズ
粉
と
い
い
、
く
ず

餅
や
ぐ
ず
ま
ん
じ
ゅ
う
、
く
ず

湯
等
に
用
い
ら
れ
る
。

根
は
津
罐
と
い
い
、
薬
と
し

て
発
汗
、
解
熱
、
緩
和
剤
な
ど
に

使
わ
れ
る
。

ま
た
、
ク
ズ
を
食
べ
る
に
は
、

新
芽
や
若
葉
を
ゆ
で
て
胡
麻
あ

え
、
煮
ぴ
た
し
、
油
い
た
め
に
す

る
と
よ
い
し
、
花
穂
は
天
ぷ
ら

や
、
ゆ
で
て
酢
の
も
の
に
す
る

の
も
よ
い
と
い
う
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、’ ’ ’
一
一

普
通
保
育

特
別
保
育

入
園
の
申
請
は

世帯区分

一 般

生活保醗世帯

年齢区分

2歳児まで

3歳以上

なし

利用形態

1日利用

2,200円

,1,000円

料

半日利用

1,100円

500円

無料

保育園名

市

立

私
立

緑

寿

湖北台

東あびこ

根戸

並木

つくし野

湖北

布佐宝

薗了 愛"蝉、

慈 紘

双葉

柏鳳

所在地

緑1-6-2

寿1-13-11

湖北台3-1-16

東我孫子1-5-22

根戸967-2

並木5-2-19

つくし野4-17-2

中峠1423

湖北台8-16-9

湖北台3-13-13

新木野1-2-28

中峠352-3

了佐2318

電諸

82-1059

82-9552

88-2405

83-3165

82-5572

84-3983

84-8822

88-1059

89-2744

88-7771

88-0874

88-0665

88-3338

大腸がん検診受診を

10月1日号でお知らせした大腸

がん検診は、我孫子つくし野病院

くつ〈し野131-1念(84)2211>でも

受診できます。ご利用ください。

＝保健センター＝

土

午前9時から正午

湖
北
台
中
央
公
園

須
田
念
（
師
）
２
５
７
０

木

新
木
野
少
年
野
球
場

佐
ノ
木
琶
（
胡
）

７
５
７
５

夕

水

湖
北
台
中
央
公
園

須
田
念
（
ｗ
）
２
５
７
０

火

根
戸
公
園
小
林
念
（
腿
）
０
０
８
３

月

手
賀
沼
親
水
広
場

須
田
・
壷
（
師
）
２
５
７
０

曜
日

時
間

場
所

問
い
合
わ
せ
先

日程

11月4日(水）

11月10日(火）

11月11日(水）

11月12日(木）

11月13日(金）

11月16日(月）

11月17日(火）

11月18日(水）

受
付
時
間
午
後
１
時
か
ら
１
時
訓
分

＝……

我孫子第四小学校

並木小学校

我孫子第三小学校

湖北台西小学校

湖北小学校

我孫子第二小学校

我孫子第一小学校

布佐小学校

湖北台東小学校

根戸小学校

商野山小学校

新木小学校

布佐南小学校
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厩〈雷科健診
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’ 修日時11月1日(日)から3日伝日程11月8日(日)～9日(月）
成人歯科健診(祝)午前10時から午後3時し費用3万9800円(先着180名）

勺

シ日時11月29日(日)午前11時か

ら午後0時30分(費用無料）

し場所イトーヨーカﾄﾐ－3階ア

ビイホール(先着100名）

し対象市内在住の40歳以上の方

し内容歯科健診、歯科相談など

似申し込み．問い合わせ電話で

{呆健センター壷(87)1131

星
季

や
『

戸
“
■

が
ち ’

東葛飾地域農林業
まつり1日園芸教室

グー一

４
肌

修日時11月3日(祝)1回目午前ヨ

し内容花（洋らん、観葉、シク在宅援助の会をスタートします。

ラメン等の鉢花）および野菜の栽※詳しくは社会福祉協議会｢あい。
■
軍
。
！
↓
ｈ
８
‐
１
口
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｑ
１
側
ｈ
Ｎ
同
ｌ
■
４
．
Ⅸ
Ｌ
‐
』
■
Ⅱ
Ｗ
ｄ
刷
臆
■
ｈ
Ｉ
ｂ
Ｐ
Ｍ
Ｉ

け曰時10月24日(土)～25日（日）

午前10時から午後3時(雨天決行）

し場所柏駅前サンサン広場

し相談内容官公庁許認可登録、

相続その他各種書類作成など

シ問い合わせIII崎壷(84)5236

し講師千葉大学園芸学部の先生

し申し込み・問い合わせ電話で

業課容0473(61)2116へ

’伝定員40名(受講料月額1500円）

世曰時11月1日(日)受付午前8伝内容美容と健康のため|こ

世頒価ポケット版350円、中型

版550円(郵送料は別途負担）

し申し込み・問い合わせハガキ

に手帳の種類、数、住所、氏名、

電話番号を明記し、10月20日(火・

必言）までに我孫子1858市役所文

書課盆(85)1111内線229へ

シ応募方法代表者.(3～5人1

組）の住所、氏名、電話番号を明

圏 国困回
’

⑳⑤⑨愚息
ダンプ会加盟店へ持参。6時30分、松戸市勤労会館

伝曰時10月21日(水)、影絵と歌戸問い合わせ長谷川壷(89)1715少問い合わせ県社会部青少年女

･･･午前1‘OB詔0分から11時30分、お

回回回目
▼社会福祉事業墓金にと湖北白ば

ら幼稚園保護者会様からバザーの

収i法金1万円、我孫子墨絵同好会

様から色紙展チャリティーの売り

上げ金5万円の寄付がありましだ。

▼菊地{言夫様（つくし野）から西

部福祉センターにと飾り額の寄贈

がありました。

戸曰時・場所11月8日(日)午前もちや図塞館開設…午後1時から

10時から午後31時、湖北地区公民2時30分

館（参加費1人500円）伝場所湖北地区公民館

伝職種及び勤務園臨時保母…市

内公立保育園、時間外保母（資格

は問いません）…根戸保育園

し勤務時間（賃金）臨時保母…午

前8時30分から午後5時（日給56

00円）、時間外保田…①午前7時

30分から9時②午後4時15分から

6時30分（時給、午前8時30分か

ら午後5時まで700円、その他の

時間は時給750円）

惨問い合わせ児童保育課（時間

を短縮して働きたい方もご相談を）

上の方〔卒業見込みを含む）

似募集期間※高梗卒業以上を対

象の訓練…11月2日から11日まで

※中学筏卒業以上を対象の訓練…

平成5年1月14日から29日まで

し問い合わせ県商工労働部職業

能力開発課壷043(223)2750へ

シ申し込み・問い合わせハガキ

に参加者の住所、氏名、学年、電

Ｉ
〃税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
重酒害相談＝保健センター13:30～15:00

蕊 〃少年の日

し場所天王台北近隣センターに2人の住所、氏名、電話番号、

’10
月

少定員30名（先着順）ランク別を明記し、11月8日(日．

し日時10月25日(日)午前10時か

ら午後3時

世場所手賀沼公園多目的広場

（雨天の場合は11月1日）

し問い合わせ篠原壷(84)5276

’
し曰時10月18日(日)午前11時か

ら午後3時(小雨決行、雨天中止）

し場所手賀沼公園コミユニテイ

広場

し内容リサイクルコーナー、模

擬店、綱引きなど

’申し込み・問い合わせ電話で

生協我孫子生活センターまつり実

行委員会金(89)0823

’
’

’1桜日時・場所11月20日(金)午前

9時受付、市民体育館

屡試合開始午前9時30分

け種目1チーム5名の4単1複

の団俸戦(参加費1チーム4000円）

し参加董格家庭婦人のみA･B･

○ランク別の団体戦

い申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号、大会名、

団体名、ランク別を明記し、11月

3日（祝・必着）までにつくし野

S－5－103吉田常子密(82)6974

へ（参加費は郵便振替で口座番号

東京6-562972、口座名我孫子市

卓球連盟へ振り込んでください）

世日時・場所10月20日(火)午前

10時から正午、湖北地区公民館

し対象前回参加者および関心の

ある方（参加費無料）

し内容湖北音頭をたずねて

惨認師田口巌氏ほか

シ申し込み・問い合わせ当日同

公民館壷(88)4433で受け付けます。

’

’
’シ日時10月23日(金)午前10時か

ら正午（参加無料）

し場所柏市教育福祉会館5階

しテーマ夫婦の絆、親子の紳

シ購師東条りえ氏

（東京家庭教育研究所）

惨問い合わせ明るい社会づくり

柏地灰推進協議会盆(34)7271

’ 鮴
一
鯏
一
螂
一
恥
一
継
一
帥

世募集対象①ソフト的アイデア

②ハートミ的アイデア

し応募責格個人またはグループ

レ応募方法①ソフト…内容を40

0字詰め原稿用紙2枚以内で郵送

②ハートご･･･作品の持参または郵送

し申し込み・問い合わせ応募者

の住所、氏名、年齢、性別、電話

番号、職業を明記し、10月31日

（土・消印有効）までに〒105港

区虎ノ門3－6－2第2秋山ビル

3‘階(財)クリーン・ジャパン．セ

ンター広報部垂03(3432)6301へ

メ

職

’ ’

鋤シ日時・場所10月25日(日)午前

10時から午後2時柴崎幼児教室

侯内容手づくり手芸品、食器、

衣類、褒具、模擬店ほか

少問い合わせ同教室詮(85)2835

〃国民年金保険料納期限＝口座振替日

母子寡婦福祉会バザー 柵柿器淵鶴窯
■

おおくまちひろ

大熊千尋ちゃん
(根戸・9か月）

住民参加型ホームヘルプ事業
「あい．あびこ」協力会員

干葉県行政書士
東葛支部無料相談

へ

三
《
室

平成4年10月1日現在＊世帯数40,373世帯
人□1.22,549人 男61,458人女61,091人

●市役所本庁85-1111●市民図書館本館84-1110

●つくし野支所84-8801 湖北台分館87-3055

●湖北台支所88-0828布佐分館89-1311

●湖北支所88-2111移動図書館87-0909

●布佐支所89-2358●都市改造事務所85-1171
●教育委員会85-1151●身体障害者福祉センター88-0141
●水道局84-0111●あらき園88-4188

鰯肖防署84-0119
●少年センター84-1900
●保健センター87-1131

●市民会館84-3311

●つつじ荘88-0123

●西部福祉センター85-5818

●生活環境課(浄化槽)87-2379

(ゴミ)87-0015（し尿)88-2547

●公民館中央82-0515●逓隣センター布佐南89-3740
湖北地区88-4433天王台北82-9988根戸83-5363

‐

●烏の博物館85-2212●市民センター寿83-7722湖北

●市民体育館87-1155台88-9927布佐89-1193

婦妥撫琴幟砦生

ふれあ
“布
いウオ
佐再
一クラリー
発見”

'93年版県民手

平成4年度青
協力隊秋の

統帥図誰5周年鵬

第1回親子ふれあい教室
麺七宝焼に挑戦”

髻曇誉,鳥享，暴至
保育園臨時保母

第10回家庭婦人
バドミントン大会

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽa(85)131（

Ⅱ⑰金

17土

'18⑧

19月

21水

22木

2芯金

24土

ZS⑧

．B曜当霄医＝テレホンサービス

重体B熊鑪科認日=体B編歯科診翻(而民会題内)9:M~11:30
画結噌相磯=寿市民ｾﾝﾀー 10:00~14:00・家庭の日

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
画･心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00

〃市民図窪箆･鳥の隠吻餡･つつじ荘･西部福祉ｾﾝﾀー 休毘

〃法律相談＝市民相談室9時から先着10名程度

－消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

‘夛怖日鱸歯鵡願日=休日鯰鋤診溺(市民会鋤)9:M~11:30

消費生活講座
｢輸入食品と安全性」

#福祉のネットワークづくり
青空市出店者

DI

q

第9回蠅ｾﾝﾀー まつり

第7回我孫子市オープン
家庭婦人卓球大会 湖北再発見（第3回）

公民館講座

家庭教育勉強会

平成4年度再資源化
アイデアコンクール

前進座特別講演
「怒る富士」

柴崎幼児教室バザー




